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【手続補正書】
【提出日】令和3年8月20日(2021.8.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水性口腔ケアフッ化物処置組成物であって
　０．５重量％～４．８重量％の水溶性カチオン性Ｎ含有ポリマーと、
　薬学的に許容される緩衝剤と、
　１．０重量％～２．５重量％のフッ化ナトリウムと、
　少なくとも６０重量％の水と
　を含み、ここで、前記重量％は前記水性組成物の総重量に基づくものである、処置組成
物。
【請求項２】
　前記水溶性カチオン性Ｎ含有ポリマーが、０．６重量％～４．０重量％の量で存在する
、請求項１に記載の処置組成物。
【請求項３】
　前記水溶性カチオン性Ｎ含有ポリマーが、前記処置組成物中に組み込まれる前はカチオ
ン性ではないポリマー前駆体から誘導される、請求項１又は２に記載の処置組成物。
【請求項４】
　前記水溶性Ｎ含有ポリマー又はポリマー前駆体が、ジメチルアミノエチル側基を有する
（メタ）アクリレートコポリマー、ポリエチレンイミン、カチオン変性多糖、及びこれら
の組み合わせから選択される、請求項１～３のいずれか一項に記載の処置組成物。
【請求項５】
　前記水溶性カチオン性Ｎ含有ポリマー又はポリマー前駆体が、
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【化１】

　（式中、ｎ＝５０～２０００）、
【化２】

　（式中、ｘ＝２００～２０，０００、及びｙ＝２００～２０，０００）

【化３】

　（式中、ｎ＝５，０００～１，０００，０００）
【化４】

　（式中、ｎ＝１０～１，０００）、
　及び上記のいずれかの組み合わせ
　から選択される、請求項４に記載の処置組成物。
【請求項６】
　増粘剤を更に含み、前記増粘剤が、前記組成物に１．０／秒の剪断速度で０．５～１０
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０パスカル秒の粘度を提供するのに十分な量、且つ２．５重量％未満の量で存在する、請
求項１～５のいずれか一項に記載の処置組成物。
【請求項７】
　カルシウム塩を更に含む、請求項１～６のいずれか一項に記載の処置組成物。
【請求項８】
　６～８のｐＨを有する、請求項１～７のいずれか一項に記載の処置組成物。
【請求項９】
　５重量％未満の有機溶媒を含む、請求項１～８のいずれか一項に記載の処置組成物。
【請求項１０】
　５分以内で、フッ化ナトリウムの少なくとも５０％を放出する、請求項１～９のいずれ
か一項に記載の処置組成物。
【請求項１１】
　１分以内で、フッ化ナトリウムの９０％以下を放出する、請求項１～１０のいずれか一
項に記載の処置組成物。
【請求項１２】
　１０分以内で、フッ化ナトリウムの１００％を放出する、請求項１～１１のいずれか一
項に記載の処置組成物。
【請求項１３】
　最大９６重量％の水を含む、請求項１～１２のいずれか一項に記載の処置組成物。
【請求項１４】
　フッ化物を患者の歯表面に付与する方法であって、請求項１～１３のいずれか一項に記
載の水性口腔ケアフッ化物処置組成物を前記患者の歯表面に適用することを含む、方法。
【請求項１５】
　適用することが、前記処置組成物を歯科用トレイ中に分配することと、その中に前記処
置組成物を有する前記トレイを前記患者の歯表面に取り付けることとを含み、
　前記歯科用トレイが、歯科矯正用アライナ処置トレイを含む、請求項１４に記載の方法
。
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